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CSCLのアウェアネス
ら( )は、 のアウェアネス概念として、以下の４つをあげた。Gutwin 1995 CSCL

１．Social Awareness

自分がどのような役割を集団内で果たすべきなのか、どのようにして集団内でインタラク

ションすればよいのか、といった社会的関係についての認識である。

２．Task Awareness

協調学習におけるタスクについて他者が何を知っているのか、タスクを完了するためには

どのようなステップを踏むべきかといった、どのようにしてタスクを完了するかというこ

とについての認識

３．Concept Awareness

持っている知識がタスクとどのように適合するのか、トピックについて何を見つけだす必

要があるのかといった、今現在持っている知識とこれから必要とされている知識の関係に

ついての認識

４．Workspace Awareness

タスクを完了するために他のメンバーが何をやっているのか、彼らはどこにいるのか、彼

は既に何をやったのか、といった共有された空間における他者とのインタラクションにつ

いての認識である。

Jun Note
年現在、 はコンテンツ込みの学習環境として、 や システムの2001 CSCL WBT eLearning

中に統合されつつある。そこで問題になるのは、学習者に関するどういう情報や、どうい

う課題をどのように学習者に提示したらよいのか、ということであり、この らのGutwin

指摘は非常に参考になる。


